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ク ロー ズ ドパ ンチ室 の業務 の変更 につ い て

カー ドの作 表複 製 業務 の 中止一

従 来 クロー ドパ ンチ室 で は、 カー ドの穿 孔 、作表 、複 製 、翻 訳 印字(イ ンター プ リター)等 の業務

を行 な って き ま した。 この うち カー ドの作 表 、複製 につ いては 、通 信端 局 のFACOM-R(低 速 の ヵ 一

ドリー ダー、カー ドパ ンチ、ラインプ リンタ等 を持 った小型 の計算機)を 使 用 して い ま したが、FACOM一 の

入 出力機器 の速 度 が遅 く、 また一時 期機器 の調 子 が悪 か った ため 、 ク ロー ズ ドパ ンチの業 務が ここで

とど こお り大変 ご迷 惑 をお かけ して い ま した。

またFACOM-Rの 使 用法 につ い ては、現 在FACOM230-60本 体 に接 続 され てい る紙 テー プ読取 装置 、

X-Yプ ロ ッタ等 をFACOM-Rに 接 続 し、本 体 とは通信 制御装 置 を介 して結 合 し、本 体 の使 用効率 の

向上 、特殊 ジ ョブの操 作 手順 の簡 略化等 をはか る計画 も進行 して います。

この ため セ ン ター お よびセ ン ター業 務委 員会 では、 クロー ズ ドパ ンチ室 の業務 の整理 を検 討 して きま

したが 、その結 果9月1日 よ りクロー ズ ドパ ンチ室 にお け る作 表複 製業 務 を中止 す る こ とに な りま した。

別項 の よ うに カー ドの作 表複 製の ため の効率 の よ いプ ログラム を用意 してあ ります の で、今後 は一般

の計 算依 頼 として申 し込 んで くだ さい。 大変 ご迷 惑 をお かけ しま したが 、 クロー ズ ドバ ンチ の返却 を

早 め、 またセ ンター業務 全体 の合理 化 を行 な うため です ので ご了承 くださ い。この変 更 に よ り、穿 孔 と

同 時 に行 なわれ てい た読 み合 わせ用 リストの作 成 お よび複製 業務 に付随 して いた カー ドの翻 訳 印字 は別

業務 とな ります が、輸送 に時間 のか か る学 外連 絡所 か らの利 用 が不便 に な らな いよ う学 外連絡 所 か ら

の依 頼 につ い ては、従来 どお り読 み合 わせ用 リストの添 付 も、複製 後 の翻訳 印字 も行 な い ます。

なお 、セ ンター の ク ロー ズ ドパ ンチ業務 は、主 として、カー ド穿孔 機 もな く、オー プ ンパ ンチ室 も利

用 で きな い学 外連 絡所 を対 象 に運 用 され て います。この ため学内か らの穿 孔 お よび 翻 訳 印 字 の依 頼 に

関 しては ター ンア ラウ ン ドタ イムが長 くな ります ので 、で きるだけ オー プ ンパ ンチ を ご利用 くだ さい。

変 更後 の業 務 内容 は次 の よ うに な ります。

穿 孔

作 表

複 製

翻 訳 印 字

学 内

オー プ ンパ ンチ

ク ロー ズ ドパ ンチ*(リ ス トな し)

計算依頼($CARDCOPY)

計算依頼($CARDCOPY)
翻訳印字 なし

オー プ ンパ ンチ*

ク ロー ズ ドパ ンチ

学 外

クロー ズ ドパ ンチ(リ ス トあ り)

計算依頼($CARDCOPY)

計算依頼($CARDCOPY)

翻訳 印字 あ り

ク ロー ズ ドパ ンチ

*学 外優 先 の た め混 ん で い る時 は制 限 され る こ と もあ る。


